
　

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行

為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に

関
す
る
法
律

　

　平
成
二
八
年
四
月
一
日
以
降
有
効
な
旧
規
定

改
正
法
令
一
覧

・
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
五
・
六
・
一
九
法
四
九
）

附
則
一
五
条
（
平
成
二
八
・
六
・
一
八
ま
で
に
施
行
）

（
定
義
）

第
二
条
①
　（
略
）

②
　（
柱
書
略
）

一
　（
略
）

二
　
対
象
行
為
に
つ
い
て
、
刑
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
無

罪
の
確
定
裁
判
を
受
け
た
者
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
刑
を
減

軽
す
る
旨
の
確
定
裁
判
（
懲
役
又
は
禁

こ錮　
の
刑
を
言
い
渡
し
執
行
猶
予

の
言
渡
し
を
し
な
い
裁
判
で
あ
っ
て
、
執
行
す
べ
き
刑
期
が
あ
る
も
の

を
除
く
。）を
受
け
た
者

③
―
⑤
　（
略
）

（
申
立
て
の
取
下
げ
）

第
七
四
条
①
　（
略
）

②
　
検
察
官
は
、
第
三
十
三
条
第
一
項
の
申
立
て
を
し
た
後
に
お
い
て
、
当

該
対
象
行
為
に
つ
い
て
公
訴
を
提
起
し
た
と
き
、
又
は
当
該
対
象
者
に
対

し
て
当
該
対
象
行
為
以
外
の
行
為
に
つ
い
て
有
罪
の
裁
判
（
懲
役
又
は
禁

錮
の
刑
を
言
い
渡
し
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
し
な
い
裁
判
で
あ
っ
て
、
執

行
す
べ
き
刑
期
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）が
確
定
し
、
そ
の
裁
判
に
お
い
て

言
い
渡
さ
れ
た
刑
の
執
行
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
申
立
て
を
取

り
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
競
合
す
る
処
分
の
調
整
）

第
七
六
条
①
　
裁
判
所
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二

号
、
第
五
十
一
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
決

定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
当
該
対
象
行
為
以
外
の
行
為
に
つ
い
て
有
罪

の
裁
判
（
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
を
言
い
渡
し
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
し
な

い
裁
判
で
あ
っ
て
、
執
行
す
べ
き
刑
期
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）が
確
定

し
、
そ
の
裁
判
に
お
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
刑
の
執
行
が
開
始
さ
れ
た
場
合

で
あ
っ
て
相
当
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
の
こ
の
法
律
に
よ
る
医
療
を
行
う

必
要
が
な
い
と
認
め
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
指
定
入
院
医
療
機
関
の
管
理

者
又
は
保
護
観
察
所
の
長
の
申
立
て
に
よ
り
、
こ
の
法
律
に
よ
る
医
療
を

終
了
す
る
旨
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　（
略
）
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